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千葉県生協連の主な活動予定
2025.5～2025.7

日 曜 日 曜 日 曜

1 木 1 日 1 火 県連MCA無線通信訓練

2 金 2 月 中央地連MCA通信訓練 2 水
子どもたちに平和な未来を
第5回実行委員会

3 土 3 火 3 木

4 日 4 水 4 金

5 月 5 木 コープみらい総代会 5 土

6 火 6 金 6 日

7 水 7 土 7 月 第2回食・消費者委員会

8 木
県連MCA無線通信訓練/サ
ポ・ちば第7回理事会

8 日 サポ・ちば通常総会 8 火

9 金 9 月 千葉県庁生協総代会 9 水

10 土 10 火 パルシステム千葉総代会 10 木 役員研修会

11 日 11 水 11 金

12 月 12 木 12 土

13 火 13 金 日生協総代会 13 日

14 水 14 土 14 月

15 木 15 日 15 火

16 金 16 月 なのはな生協総代会 16 水

17 土 17 火 ちば住宅コープ総代会 17 木 役員懇談会/第2回理事会

18 日 18 水 生活クラブ総代会 18 金

19 月 19 木 第76回通常総会/第1回理事会 19 土

20 火 千葉商大生協総代会 20 金 20 日

21 水
千葉大生協総代会/東邦大
消費生協総代会

21 土 高齢協総代会 21 月 子どもたちに平和な未来を

22 木
第6回理事会/第1回地域生
協部会

22 日 22 火

23 金 23 月 23 水

24 土 24 火 24 木

25 日 25 水 25 金
第1回地域・まちづくり委
員会

26 月 26 木 26 土

27 火 27 金 27 日

28 水 28 土 学校生協総代会 28 月

29 木 29 日 29 火

30 金 第1回大規模災害対策協議会 30 月 30 水 こくみん共済COOP総代会

31 土 31 木

5月 6月 7月
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意見交換の後、年度内の日程及びテーマについて、下記の通り確認しました。 

第 2回 7月 7日(月)14～16 食品のリスクマネジメント@キッチン 

★視察 8 月 29 日(金)(1 日) 視察：石井食品、国民生活センター、FAMIC (農林水産消費安全技術センター)など  

第 3 回 10 月 30 日(木)14～16 千葉県消費者センターの役割・被害状況(千葉県消費者センター訪問) 

第 4 回 12 月 4 日(木)14～16 リスク評価の考え方とリスクコミュニケーション～ PFAS の例から～ 

第 5 回 2025 年 2 月 6日(金)10～12 食品衛生監視指導計画に関する県行政との懇談 

これらをもとに事務局が起案し、委員に確認の上で講師依頼など、準備を進めます。 

３．各生協からの報告  

○パルシステム千葉  

・コープ共済「健康づくり支援企画」の助成で、流山市にて毎月、シニアのスマホ等デジタ

ル機器に関する個別相談を実施する「スマホカフェ」を、NPO 法人メリリル主催・江戸川

大学協力で開催しています。2月は、参加者総勢 28 名(シニアさん 18 名、アドバイザーの

学生 7 名他江戸川大教員やスタッフ)で、講座前半に「フィッシング詐欺への対処」の学

習をしました。学生が消費者問題や防災など社会問題を捉えたテーマを発案し、毎月好評

です。 

○生活クラブ生協 

・3 月に 2 回にわたり講演会を開催しました。「食と農を私たちにとりもどす〜いっしよに

土を耕そう」と題し、市民農園開園記念の講演を企画しました。3月 1日は、「農的社会を

つくるために」(講演:農的社会デザイン研究所代表、蔦屋栄一氏)として、食料安全保障、

農を生かしながら地域で何ができるか考えること、農業は生産者がやるものではなく社会

化するべき、とのお話でした。36 人が参加しました。3月 8日は「耕す市民となるために」

(講演:千葉商科大学教員、小口広太氏)と題し、食の危機農の危機は社会の危機だとして、

農的空間を市民が作っていくことが必要だ、というお話でした。28 人が参加しました。お

二方とも地域で農業を実践されており、これからの私たちの食料について、その食料の源

である農業について考えるきっかけとなりました。 

○コープみらい 

・2月 28 日船橋市薬園台公民館にて、アースドクターふなばしとの共催企画を開催。食品ロ

ス地球温暖化について学び「食べ物を買いすぎないこと」「食べきれる量を作ること、捨

てないこと」「地産地消の大切さ」などを学びました。学習会の後は、大豆をミキサーで

つぶし、鍋で混ぜて豆腐を作り、おからも使ってサラダを作りました。大豆を丸ごと無駄

なく、みんなでわいわいと楽しみながらいただきました。 

〇なのはな生協 

・エリアの活動において、北部エリアでスタッフが講師となり「作ってみよう手作り中華ま

ん」を 3 月 20 日に開催し、祝日の開催となったため、個人だけではなく親子の参加申し

込みもあり抽選になりました。また、3月 26 日には、南部エリアで千葉産直サービス 富

田社長をお迎えし「こだわりの魚缶のお話と試食会」を開催いたしました。海のお話だけ

ではなく缶詰の製造の裏側のお話をお伺いすることができて組合員さんにとってはよい

機会となりました。                                   

以上 

(敬称略) 

２０２５年度第１回食・消費者委員会 

日 時：2025 年 4 月 18 日（金）10：00～12：00 

会  場：千葉県生協連会議室 (対面での開催) 

出 席 者：山本(なのはな)、北村・黒崎(パルシステム千葉) 
深町・中井(生活クラブ生協) 
尼崎・依光（県生協連） 佐藤(日本生協連) 

内 容：       

  2025 年度第１回食・消費者委員会では、昨年度末に提出した千葉県及び千葉市の令和 7

年度食品衛生監視指導計画(案)に対する回答をもとに、意見交換をおこないました。 

  2025 年度食・消費者委員会の活動計画についても検討しました。 

１．千葉県及び千葉市の令和 7 年度食品衛生監視指導計画について  

令和 7 年度食品衛生監視指導計画案に対する意見への千葉市、千葉県からの回答につ

いて確認しました。事務局からは、計画案に大きな修正はなかったこと、千葉市及び千

葉県からは提言したすべての意見に回答があったこと、意見をもとにした計画の修正は

なかったものの各意見が好意的に受け止められていた、などと報告しました。 

また、今年度は会員生協からの意見提出はありませんでした。委員会として、今後も

リスクコミュニケーションとして継続する必要性を再確認しました。 

２．2024 年度の学習の振り返りと 2025 年度の活動について            

2024 年度食・消費者委員会活動の振り返った後、2025 年度委員会(２回～５回)で取

り上げる学習テーマについて意見交換をおこないました。 

≪出された主な意見≫ 

○2024 年度の振り返り 

・2024 年度第 2 回消費者委員会委員長の小林さんから、難しい

消費者行政の話を系統立てて説明していただいたので、分かり

やすくて良かった。 

・消費者課題の話は、身近に引き寄せて考えるきっかけになっ

ている。学習したことを、貸付事業の部門と企画を立てるなどとして役立てたい。 

・ 2024 年第４回の阿南さんの回は食品表示の問題だけでなく、生協に求められていること、

またその重要性とコミュニティの中で求められることについてのお話が印象的だった。 

○2025 年度の学習テーマ 

・PFAS の問題に関心がある。わからないことが多いのでいろいろな角度で話を聞きたい。 

・ 消費生活センターにいって、実際の現場を見ながら説明を受けるのはどうか。 

・消費生活センターから、相談した後の流れがどうなるのかを聞きたい。 

・行政の現場を見にいくことで、施策などの説明を聴いた際にイメージが湧くと思う。 

・バッテリーのリコール回収をしたことがある。製品事故に関する機関の見学はどうか。 

・ 家庭内の食品衛生について学ぶ事は、これから食中毒の季節にもなるので良いと思う。 

・ お料理企画での衛生管理も気になる。家庭だけでなく、組合員活動の中でも食品衛生は

気にしないといけない部分。拡大企画だと参考になるのではないか。 

・ 石井食品で工場見学ができることを知らなかったので、興味がある。 
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